
数学Ⅱ 関数の増減 ( )年( )組( )番( )
か んす う ぞう げん

関数の増減
か んす う ぞ うげ ん

y
関数 y＝ f (x)の導関数 f ' (x) は(接線の )に等しい。
かん すう どう かん すう せっ せん ひと

f (x)＝ x2 － 1のとき， f ' (x) ＝( )になる。

x＜ 0のとき ( 2 x 0 より f ' (x ) 0 )になる。 1 o
1 x

接線は右下がりになり， f (x ) は減 少する。
せっ せん み ぎ さ げん しょ う

x＝ 0のとき ( 2 x 0 より f ' (x) 0 )になる。

接線は水平になる。
せっ せん すい へい

x＞ 0のとき ( 2 x 0 より f ' (x ) 0 )になる。

接線は右上がりになり， f (x ) は増加する。
せっ せん み ぎ あ ぞ う か

したがって， f ' (x) の正負によって f (x)の増加・減 少がわかる。
せ い ふ ぞ う か げん しょう

つねに ( f ' (x) 0 )ならば f (x) は増加する。
ぞ う か

つねに ( f ' (x) 0 )ならば f (x) は減 少する。
げん しょ う

問題 A 次の y＝ f (x)のグラフ 上 の点 P における f ' (x) の正負を求めよ。
つ ぎ じ ょう てん せ い ふ も と

(1) (2) (3) (4) (5)
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o x o x o x o x o x

問題 B 関数 f (x) ＝x3－12 x＋1 の増 減表を作りなさい。
かん すう ぞう げん ひょ う つく

※ 表には f ' (x )＞ 0のとき， f ' (x) , f (x) の欄にはそれぞれ"＋","®"を，
ひょ う ら ん

f ' (x )＜ 0のとき， f ' (x) , f (x) の欄にはそれぞれ"－","¯"を記入する。
ら ん きに ゅう

f (x) ＝x3－12 x＋1 より f ' (x)＝

f ' (x)＝ 0を解くと，
と

x ･･･ ･･･ ･･･

f ' (x) 0 0

f (x )

関数の極 大・極 小
か んすう きょ くだ い き ょく しょ う

関数 f(x ) ＝x3－3x＋1 のグラフを描くと，右の図になる。 極 大
かんす う か みぎ ず きょ くだい

f ' (x)＝( ) f ' (x)＝ 0 を解くと( x＝ , )になる。
と

1

増 減表を作ると x ・・・ ・・・ ・・・
o １ x

ぞ うげん ひょ う つ く

極 小
き ょく しょ う

f ' (x) 0 0

f (x)

x＝( )を 境に f ' (x)の符号が( から )へ変わる。
さか い ふ ご う か

f (x) は( から )になる。

f (x) は(x＝ で極 大)になり，その 値を( )という。
きょ くだ い あた い

x＝( )を 境に f ' (x)の符号が( から )へ変わる。
さか い ふ ご う か

f (x) は( から )になる。

f (x) は(x＝ で極 小)になり，その値 を( )という。
きょ くし ょう あ たい

問題 C 次の関数の増減，極大値，極 小 値を求め，グラフを描きなさい。
つぎ かんす う ぞうげ ん きょく だい ち き ょく しょ うち もと か

(1) y＝－x2＋2 x (2) y＝x3－3 x2

y'＝ y'＝

y'＝ 0 を解くと x＝ y'＝ 0 を解くと x＝
と と

x x

y' y'

y y

y y
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o １ x o １ x


